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～こんな時には？～ 

 

Ｑ．退院している患者様の退院処理を忘れて、先に定期請求をかけてしまった！ 

  退院したのに月末まで入院している患者様と同じように、入退院請求書が発行されてしまった。 

 

Ａ．このような患者様は、 ３１ 入退院登録 で退院登録をしてもエラーが表示されます。 

 

   

 

 

 

   ２３ 収納登録 より一度作られた明細を 請求取消（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ３） で削除した後に、 

個別作成で再発行して下さい。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★Point★ 

 “請求取消”された明細は、以下のように状態が「請求取消し（定）」となります。 

未収金額に－（マイナス）で預かり金が計上されてしまうので、 返金（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ７） を押してクリアに 

して下さい。 
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Ｑ．入院登録をした後に、保険証が間違っている事が分かった。 

   ３１ 入退院登録 を開いて保険を変更したいが、“保険組合せ”がグレー色で保険が 

  変更できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★ １２ 登録 より新しい保険証の登録は事前に済ませて下さい。★★ 

 

Ａ．「０３ 変更」の ▼ をクリックして、「０８ 転科 転棟 転室」を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 変更できなかった、“保険組合せ”が変更できるようになりますので、変更して下さい。 

 また、異動日は保険が変更になった日です。入院初日から保険変更なら、入院日を登録。 

月途中から保険が変わった場合には、その日付を登録して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※月途中で前期高齢者から後期高齢者になった場合や室料差額を途中で変更する場合も同様です。 

 

 

 

 

保険が変更できない 
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★Point★ 

 Ｐ２１の説明は、入院中の患者様で、入院させた後に保険違いが分かった場合の処理です。 

 退院登録した後に、保険の変更があった場合は退院取消を行った後に転科転棟転室を行います。 

 

「０４ 照会」の ▼ をクリックし、「０７ 退院取消」を選択して 登録（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

収納登録にて、保険を修正する前の入金額を取り消します。 

未収金が－（マイナス）で計上されているので、履歴を選択し 入金取消（Shift＋Ｆ８） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★転科 転棟 転室の際に異動日を間違えて登録してしまった場合は、「０９ 異動取消」を選択し、 

 登録（Ｆ１２） を押します。再度転科転棟転室の処理を行います。 
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Ｑ．入院登録をした後に、保険証が違っていた事がわかった。 

   ３１ 入退院登録 から保険を変更したので、入院料の保険は変わったが、 

  お薬や検査など、診療内容の保険が旧保険番号のままで、新保険に変わらない。 

 

★★ １２登録 で新しい保険証の登録（保険追加）が済んでいる事が前提です★★ 

 

Ａ． ３１ 入退院登録 で変更できるのは、入院料や食事料に付随する保険だけです。 

  診療行為については、 ２４ 会計照会 から保険を一括変更して下さい。 

 

【例】保険Ｎｏが「０００１」→「０００２」に変更になったが診療内容は「０００１」の 

保険で入力されている。（####は該当月に有効な保険ではない印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  保険一括変更（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ１０） を押します。 

 

 以下の画面が表示されますので、 ＯＫ（Ｆ１２） を押します。 
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【例】の場合、 

以下のように変更前保険組合せに「０００１」、変更後保険組合せ「０００２」を入力して 

変更期間を入力し、 確定（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保険組合せをすべて変更します。変更後の取消しはできません。よろしいですか？」と 

 表示されますので ＯＫ（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

保険の番号が新しいものに変更されていることを確認して 登録（Ｆ１２） を押します。 
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Ｑ．退院した患者様が、再入院した。 

  算定開始日は今回入院日ではなく、前回の入院日を算定開始日としたい。（継続入院） 

 

Ａ．入院歴がある患者様は ３１ 入退院登録 で呼び出すと、状態が「０４ 照会」になっています。 

 

 

 

 

 

 

クリックして、「０１ 入院登録」を選択して、今回の入院日を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「初回」のフラグを必ず、「２ 継続」にして、初歴番号を入力して下さい。 

 （※初歴番号は、入院歴に表示されている番号です） 

 

 入院日が正しく表示（継続入院となる場合は、前回入院日が表示）されていれば 

 入院料を継続入院として計算します。 
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Ｑ．退院処理後に、診療内容の追加や変更があった場合 

 

Ａ  ２１ 診療行為 又は ２４ 会計照会 で診療内容を変更した後に、 ３１ 入退院登録 より 

  退院再計算の作業を行って下さい。 

 

  ※ ２１ 診療行為 から変更する場合には、表示が新規入力となりますので、必ず、 

    画面右上の ＤＯ検索ボタン を押して、 訂正診療日 にしてから日付を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．退院登録を行なう前に退院証明書を発行したい。  

 

Ａ．  ３１ 入退院登録 より退院日を入力し、 退院証明書（Ｆ１０） を押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退院証明書が発行されます。入力した退院日が退院年月日に印字されます。 

 

 

０２ 退院登録 を選択します。 



- 8 - 

 

Ｑ．退院前の患者様へ請求する入院費の概算がわかるようなものをお渡ししたい。 

 

Ａ． ３４ 退院時仮計算 より患者番号を入力し、算定期間を確認して、 仮計算（Ｆ１２） を押して 

下さい。『退院時請求金額の仮計算を行います』と表示されますので ＯＫ を押して下さい。 

 

 

 

 

 

算定期間の請求額の計算をしますので、 概算書（Ｆ１１） を押すと発行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜概算書 サンプル＞ 
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Ｑ．病棟ごとの入院延患者数、退院患者数などを知りたい。 

 

Ａ． ３６ 入院患者照会 より 入院患者数（Ｆ８） を押して下さい。 

 

 

 

  入院患者数確認画面が表示されるので、対象期間を入力し 確定（Ｆ１２） を押して下さい。 

集計され病棟別の入院患者数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間開始日患者数・・・期間開始日に入院している患者様数 

 （期間開始日に入院した患者様数は除きます） 

入院患者数     ・・・対象期間中に入院した患者様数 

転入患者数     ・・・対象期間中に他の病棟から転入した患者様数 

転出患者数     ・・・対象期間中に他の病棟へ転出した患者様数 

退院患者数     ・・・対象期間中に退院した患者様数 

期間終了日患者数・・・期間終了日に入院している患者様数 

                   （期間終了日に退院した患者様数は除きます） 

入院延患者数   ・・・対象期間中の入院患者様の延べ人数 

                   （退院日も延べ患者様数にカウントします） 

１日平均患者数  ・・・入院延患者数／対象期間の日数 の計算で算出 

                   （端数が出る場合は少数第２位を四捨五入して表示されます） 

 

 


